
 

 

２０２２年 ７月 ２１日発行 会報第１１０９号 

今週のプログラム 

（2022年 7月 21日 第１１０９回例会） 

《ＺＯＯＭ例会》 

「今後の例会運営について」 

 

全会員 

次週のプログラム 

（2022年 7月 28日 第１１１０回例会） 

 

3分間卓話①（自由テーマ） 

 

全会員 

第１１０８回例会 （２０２２年 ７月 １４日）の記録 

「会長の時間」           山田 克子 会長 

まずは山本幹事ご無事で嬉しいです。ご存じのように山本幹事が先週例会翌日に陽性と判明しました。 

例会での私の食事の席が、幹事と対面であった事や、書類のやりとりや、マイクの共有、また新年度 

スタートで緊張していた私を気遣って下さったので他の会員様より近くでお話した事から、例会では私

が濃厚接触に一番近いので、例会から 4 日後の体調の異変に気をつけ、抗原検査キッドで検査するよう

に会員の方からアドバイスを頂いていました。その日から私は勝手ながら、幹事の為にもぜったい感染

したくない！万が一感染していたら落ち込む幹事を見たくないと思い、とにかく栄養を蓄えようと毎日

朝昼晩、野菜やお肉、納豆やヨーグルトを一生懸命食べました。食べて食べて力をつけておこうと思い

ました。ご覧のように私はとても元気いっぱいです。幹事も軽く済み、私も感染していません。 

大丈夫です。しかし、コロナ感染がまた増えています。コロナ感染予防の為のルールとマナーを今一度

見直し、実例会に向けての前向きな感染対策をする事が大事だと思いました。 

○今後例会を開くときは、コロナ終息までは食事時は衝立をお願いする。 

○些細な体調の異変があれば必ず欠席して頂きたいと思います。 

たとえ卓話担当の当日であっても、迷惑をかけると思わずに休んで頂く事も、卓話担当者だけでなく 

皆様にとっても大事だと考えて頂けたらありがたいです。役不足で申し訳ありませんが、突然の休みに

なられましても皆様に協力して頂きながら、代わりにディスカッションやスピーチをさせて頂きます。 

体調が少しでも悪いときに休むことができる環境作りも、コロナの時代に前向きに取り組むことの一つ

だと思います。 

○マイクはクラブで除菌シートを準備し、必ず消毒して使用する。 

マイク除菌は他クラブの方や、ゲストの方が例会に来られて使用される事もありますので、とても大事

なマナーではないかと考えます。社会状況を見ながら、健康一番に重きをおいて、皆様に案も出して 

頂きながら実例会を目指します。先週は大きな事件がありました。そのニュースに驚き、日本中が 

やるせない気持ちになりました。そんな暗いニュースも、コロナも、不安定な社会だからこそ自分達が

感染対策をして奉仕や親睦を楽しむ無理のない例会を行いたいと思います。 

今年度各委員長の方々、活動方針をよろしくお願い致します。 

 



  
＜本日のビジター＞な し 

＜出席報告＞               

会員数（内免除会員 1名）     19名 

本日の会員数           10名 

（内出席免除会員 0名） 

（内名誉会員  0名） 

本日のＺＯＯＭ出席率      55.56％ 

＜ロータリーソング＞      全会員 

 

＜幹事報告＞                            山本 友亮 幹事 

１．秋の RYLA セミナー及び地区大会のポスター、案内チラシが届きました。 

開催日程と会場のみお知らせさせて頂きます。詳細はリアル例会再開時に 

例会場にポスター掲示及びチラシを配布致しますので、後日ご確認下さい。 

《秋の RYLA セミナー》 

■日程  2022 年 9 月 24 日（土）25 日（日） 

■場所  パナソニックリゾート大阪（吹田市青葉台南） 

《地区大会》 

■日程  2022 年 12 月 16 日（金）17 日（土） 

■場所  リーガロイヤルホテル   大阪国際会議場 

 

２．本日例会終了後、臨時理事会を開催致しますので、 

理事・役員は例会終了後も ZOOM にお残り下さい。 

＜臨時理事会報告＞                         山本 友亮 幹事 

① 現状のコロナ状況の中での例会運営について 

コロナ感染者の急増を考えると ZOOM での例会開催が賢明との意見もありますが 

再度感染予防の徹底と、各会員様のより一層の感染予防対策の上、リアル例会の継続との 

ご意見もありました。 

結果、次週 7 月 21 日の例会は ZOOM 例会として、会員皆様のご意見を伺うとともに 

この 1 週間のコロナ状況を勘案して 7 月 28 日からの例会運営を決定することにします。 

 

② 決定事項 

・マイクの清潔を保つために、除菌シートなどの消耗品を購入する。 

（事務局 近藤さんに依頼済み） 

・アクリル板の再設置 



 
＊・＊・＊・＊・五大奉仕委員長 活動方針・＊・＊・＊・＊ 

クラブ奉仕委員会                      藤田 芳浩 委員長 

山田 克子会長の 2022―2023 年度活動方針に従って円滑で有意義な例会運営と親睦活動を 

目指したいと思います。 

会員委員会は黒川 彰夫委員長に、情報委員会は山本 雅之委員長にご担当して頂きます。 

宜しくお願い致します。 

山田 克子会長の方針にあるリモート交流をさらに拡充して「ハイブリット例会」の活用を実現

したいと思います。その為には、Wifi の環境整備と例会場を移すカメラ等の機器の準備をしたい

と思います。 

「ハイブリット例会」が日常的に活用できれば様々な制約がなくなり従来の枠を超えた例会が 

実現できますので、卓話者の範囲も広がると期待します。 

例えば、先日「ロータリーの友６月号」に記事を掲載されたクレラ・サブ様や山本 加奈子様に

も卓話を依頼することも可能です。また、福島２１RC との「ハイブリット例会」共催など興味

深い例会の実現を目指したいと思います。 

また、ZOOM 例会の場合も同様に多くの方にお知らせをして参加を募りたいと思います。 

親睦委員長を兼任させていただきますので会員皆様に喜んでいただける親睦活動を目指します。

その為には、例会出席の少ない会員でも参加できる親睦活動（例会）の企画を例会開催日等も 

含めて柔軟にとらえて設定したいと思います。ご意見及びご希望等のご提案をお願い致します。

〈親睦委員会〉                           藤田 芳浩 委員長 

プログラムに従い親睦活動を企画いたします。例年９月の「お月見例会」が最初となりますが、

出来ましたらそれまでに現状プログラムにはない移動例会を貸し切りバス等を使って会員の集

まりやすい場所・日時を設定して、楽しい時間が共有できるような親睦活動を企画したいと思い

ます。 

この件に関しましては山田 克子会長とよく相談をして、コロナ等の状況も考慮して例年の親睦

活動に何かプラスして新しい形での親睦が出来るようなものを計画したいと思います。 

皆様 ご協力をお願い致します。 

 

国際奉仕委員会                        水本 徹 委員長 

委員会には「ロータリー財団委員会」水島委員長・「米山奨学委員会」小生・「国際プロジェクト

委員会」黒川委員長・「国際交流・青少年委員会」木下委員長で構成されており、コロナ禍での

活動にかなりの制約もあると思いますが、会員一丸となって奉仕活動進めていきたいと考えてい

ますのでご協力をお願い致します。 

 

＜米山奨学委員会＞                         水本 徹 委員長 

前年度のアクサ メイリアナ インタニさんに続き、2022 年４月より新たにベトナム出身の 

グエン キム フンさんを当クラブ 16 代目の米山奨学生として迎え 2 年間お世話させて頂いて

おります。グエンさんはとても明るく何事にも積極的に行動されますので、会員の皆様からの 

ご指導を宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 



 

＜ロータリー財団委員会＞                       水島 洋委員長 

前年度同様、年次寄付$150/人 ポリオ募金$50/人のお願いが地区から参っております。 

これに加えて今年度から新たに恒久基金＄30/人の要請が参りましたが、その用途に納得が 

できていませんので 8月 25日に卓話をお願いしております地区財団委員会・資金小委員会 

委員長に対して寄付内容について質問状を作成して、事前にお送りしてお話を聞いた上で 

理事会で諮って頂くことにします。 

 

<国際交流・青少年委員会＞                      木下 健治 委員長 

今年度の「留学生との交歓会」はできればリアルで開催したいと思っていますが、 

関西大学のご意向や方針もありますのでＺＯＯＭになっても仕方がないかと思います。 

 

職業奉仕委員会                        高尾 修 委員長 

4月 9日に開催されました地区研修・協議会での職業奉仕部門会議や 8月 6日開催のクラブ職業 

奉仕委員長会議を通じて、職業奉仕をどのように進めていくべきか考えて行きます。 

従来の職業奉仕に対する考え方とは大きく変わってきています。 

地区職業奉仕委員会からの卓話を 1月の職業奉仕月間にお願いしておりますし、2月には 

フォーラムを開催しますので、会員皆様のご意見を聞いて、わかりやすい職業奉仕を進めて行き

たいと思っております。 

 

社会奉仕委員会                       松田 親男 委員長 

私の記憶では２０１３年度、藤田会長の時に たしか、社会奉仕委員長を拝命して以来２回目の

社会奉仕委員長と思います。２０１３年当時は薬物防止活動や吹田警察交通安全講習等の活動を

行っていました。それも遠い昔の話となってしまいました。 

 昨年度の社会奉仕委員会としての活動はおおよそ次のとおりでした。 

 

放課後キッズ（子ども食堂）  １５万円 

  大阪府新型コロナ助け合い基金 １０万円 

静岡熱海豪雨災害支援金     ２万円 

佐賀長崎豪雨災害支援金     ２万円 

国連支援募金          １万１２００円 

 

昨年度の活動は寄付金を拠出するだけの活動でしたが、会員数の限られた現状では、体を動かす

大規模の社会活動の支援はなかなか困難だと思います。 

今年度は、現在行われている子ども食堂「放課後 Kids」の活動を充実・拡大することを考えて

います。コロナとの兼ね合いにもなりますが、一度でもいいから、子ども食堂実施日に訪問して、

少し汗を流す協力体験ができればと思っています。具体的な訪問日程が決まりましたら、 

多くの会員方のご参加をお願いします。 

 



 

 青少年奉仕委員会                      木下 健治 委員長 

社会奉仕委員会と協力して、子ども食堂の支援をして行きたいと思います。 

枚方市と吹田市（江坂）で毎月 1回木曜日に子ども食堂を開催されているとのことですが、 

当クラブの例会日と重なりますので、調整が必要になります。 

 

ＲＹＬＡセミナーには例年通りクラブとして支援をしたいと思います。 

 

         

  ★次週 7 月 21日例会はＺＯＯＭ例会で 18時開始と致します。 

急遽、プログラムを変更いたしまして、今後（7月 28日以降）の例会運営についての 

ご意見をいただく例会になりますので、ご多忙中とは存じますが、 

ご出席の程よろしくお願い申し上げます。 

 

 

～西本明文会員・詩子会員より近況報告（7月 14日ＦＡＸでのご連絡）～ 

 

本日都合により欠席させて戴きます。申し訳ございません。 

皆様によろしくお伝え下さいませ。 

何とか元気にしております。 

勝手をお許し下さいませ。 

 

                       


